
第５０号議案 

 

   東京都台東区ポイ捨て行為の防止に関する条例の一部を改

正する条例 

 

 上記の議案を提出する。 

 

  令和２年９月１１日 

 

      提出者 東京都台東区長  服  部  征  夫 

 

（提案理由） 

 この案は、喫煙の禁止に関し、規定の整備を図るため提出しま

す。 

 



   東京都台東区ポイ捨て行為の防止に関する条例の一部を改

正する条例 

 

 東京都台東区ポイ捨て行為の防止に関する条例（平成９年９月

台東区条例第３２号）の一部を次のように改正する。 

題名中「ポイ捨て行為」の次に「等」を加える。 

第１条中「ポイ捨て行為」の次に「等」を加える。 

第２条中第６号を第１０号とし、第５号を第９号とし、第４号

を第８号とし、第３号の次に次の４号を加える。 

 (４) 喫煙 人が吸入するため、たばこを燃焼させ、又は加熱

することにより煙又は蒸気を発生させることをいう。 

 (５) 歩行喫煙 歩行中（自転車等の乗車中を含む。）に喫煙

し、又は火のついたたばこを所持することをいう。 

 (６) たばこ たばこ事業法（昭和５９年法律第６８号）第２

条第３号に規定する製造たばこ及び同法第３８条第２項に規

定する製造たばこ代用品をいう。 

 (７) 公共の場所 国、都又は区が管理する道路、公園及び広

場等（屋外に限る。）をいう。 

 第３条を次のように改める。 

（禁止行為） 

第３条 区民等は、公共の場所において、ポイ捨て行為及び歩行 

喫煙をしてはならない。 

 第５条第１項第１号を削り、同項中第２号を第１号とし、第３

号を第２号とし、第４号を第３号とする。 

第７条第１項第１号中「ポイ捨て行為」の次に「及び歩行喫煙」



を加える。 

第１２条を第１３条とし、第１１条を第１２条とし、第１０条

を第１１条とする。 

第９条第１項中「第３条」の次に「及び第８条第２項」を加え、

「飲料又は食料容器の回収」を「その行為の是正又は中止」に改

め、同条を第１０条とする。 

第８条第１項及び第２項中「ポイ捨て行為」の次に「及び歩行

喫煙」を加え、同条を第９条とする。 

 第７条の次に次の１条を加える。 

（喫煙禁止時間の指定等） 

第８条 区長は、環境美化の促進を図るため、特に必要があると

認めるときは、喫煙禁止時間（以下「禁止時間」という。）を

指定することができる。 

２ 区民等は、公共の場所において、禁止時間に喫煙をしてはな

らない。ただし、区長が指定する公衆喫煙所においては、この

限りでない。 

３ 区長は、禁止時間を指定したときは、当該時間その他必要が

あると認める事項を告示しなければならない。 

４ 区長は、必要があると認めるときは、その指定した禁止時間

を変更し、又はその指定を解除することができる。 

５ 第３項の規定は、前項の規定による変更又は解除をした場合

について準用する。 

   付 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。ただし、次項



の規定は、公布の日から施行する。 

（準備行為） 

２ この条例による改正後の東京都台東区ポイ捨て行為等の防止

に関する条例第８条の規定による禁止時間の指定及びこれに関

し必要な行為は、この条例の施行の日前においても、同条の規

定の例により行うことができる。 


